
　国登録有形文化財である旧林家住宅（尾西歴史
民俗資料館別館）庭園で、美しい紅葉とともにさま
ざまな催事を楽しむことができる。　　　 （起）

もみじまつり Maple Festival

大江川緑道の桜 Cherry blossoms along the Oegawa pedestrian path

　大江川緑道（大乗公園～須ヶ崎橋）、青木川河畔、浅井山公園、木曽川堤、稲荷公園、真清田神社、尾西
緑道の桜を中心とした春のまつりである。大江川緑道の桜は、期間中ライトアップされ幻想的である。

（県指定無形民俗文化財）
（Toka Festival）

Amazake（Sweet Wine）Festival
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　妙興寺（長嶋山妙興報恩禅寺）は、貞和4年（1348）滅宗宗興を開山とする臨済宗妙心寺派の寺院である。
伽藍は、貞治4年（1365）に完成したとされている。南北朝時代、尾張の北朝勢力の拠点として隆盛を極めた。

鬱蒼とした樹林に包まれた境内地は県指定史跡であるほ
か、「妙興寺文書」、「紙本著色足利義教像」、「絹本著色
仏涅槃図」、「紙本著色豊太閤画像」をはじめ、多くの文
化財を保有する。幾度かの災害により、多くの建造物が失
われたが、国指定重要文化財の勅使門は創建当初来の
姿を今日に至るまで伝えている。
　当門には文和2年（1353）後光厳天皇より賜った勅額

「国中無双禅刹」が掛かっている。       （大和町妙興寺）
こく ちゅう む そう ぜん さつ

Myokoji Temple

石庭（尼連禅河）Rock Garden

ちょくし

うっ そう

▼

　「一宮」とは古く平安時代から既に用いられた名称である。
国司がその国に赴いたとき、一番初めに参拝する神社を「一
の宮」といった。真清田神社は尾張の国の「一の宮」であっ
た。したがって、たいへん由緒も深く、信仰も厚い神社として広
く知られている。御位をあらわす「一の宮」の名は、いつしか
神社を中心として発達したこの地の地名として用いられるよう
になった。祭神天 火 明 命は天照大神の孫にあたり、鏡造り
の祖といわれ、また尾張人の遠祖ともいわれている。
　祭神の母の萬幡豊秋津師比売命は織物の神として、同じ
境内の服織神社に祀られている。また、宝物館に展示されて
いる神宝の内「舞楽面」12面は重要文化財に指定されている
ほか、県・市の文化財に指定されている宝物も数多くある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （真清田1丁目）

Masumida Shrine

服織神社 Hatori Shrine
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　室町時代中ごろ､浄瑠璃や歌
舞伎などで名高い照手姫が常陸
(茨城県)の城主､小栗判官助重
と京都へ向かう鎌倉街道沿いの
同所で、小袖を掛けて休息したと
伝えられている。　(牛野通2丁目)

　日本武尊が熱田の森(熱田神
宮)から伊吹山に向かう途中､こ
の石で剣を研いだという伝説か
ら｢剣研石｣ともいわれる。

(大和町戸塚)

　この古墳群は、古来「四十塚」と
呼ばれ、50基以上の古墳があっ
た。県文化財に指定されているもの
は5基（愛宕塚古墳、岩塚古墳、
毛無塚古墳、小塞神社古墳、桃塚
古墳）で、いずれも古墳時代後期
の築造と考えられる。出土品は、市
博物館に展示されている。

（浅井町尾関）
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　祭神は、三輪の神と呼ばれる大物主神。稲作
豊穣、酒造り、疫病除け、縁結び等、生活全般
の守護神である。
　奈良県桜井市の大神神社と同名であり、大和
系の先人が当地に移り住み、三輪の神を祀った
ことに始まったと伝わる由緒ある神社。延長５
年（927）に纏められた「延喜式神名帳」にお
いて、尾張国中島郡に「大神神社　名神大」と
記されている。
　神宝として、市指定文化財の木造狛犬１対、
刀剣３振が市博物館に寄託されている。

（花池）

おおものぬしのかみ

まと

まつ

　寺伝によると、天禄元年（970）、尾張公藤原実頼
の冥福を祈るため薬師如来を像造し、小野院極楽
寺と号したのが始まりとされている。その後、大洪水に
より流失するが、明応６年（1497）、田園より薬師如
来像が出現。領主の大願により修理される。大永５
年（1525）に曹洞宗に改宗し、正保５年（1648）に仙
境山禅林寺と改めて現在に至る。
　東海四十九薬師霊場十二番札所であり、薬師堂
内に国指定重要文化財の薬師如来坐像、日光・月
光菩薩像、十二神将像を安置している。

（浅野）

Zenrinji Temple
禅林寺

ふじわらのさねより

大神神社
おお みわ

Omiwa Shrine

あたごづか

けなしづか おぜき


